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て
大
統
領
に
返
り
咲
く
こ
と
に
な
る
。

　

今
回
の
選
挙
が
大
接
戦
で
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
一
般
投
票
数
で
も
ト
ラ

ン
プ
氏
と
ハ
リ
ス
氏
の
差
は
１
・
５
ポ
イ
ン
ト

ほ

ど
で
あ
る
（
本
稿
執
筆
の
11
月
末
時
点
）。

激
戦
州
の
う
ち
中
西
部
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
、
ミ
シ
ガ
ン
州
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

で
も
差
は
２
ポ
イ
ン
ト

以
内
で
あ
る
。

　

出
口
調
査
を
み
る
限
り
、
勝
敗
を
決
し

た
の
は
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
票
、
と
り
わ
け
男

性
票
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
20
年
に

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
男
性
で
ト
ラ
ン
プ
氏
に

投
票
し
た
の
は
36
％
で
あ
っ
た
が
、
今
回

は
54
％
が
投
票
し
て
い
る
。
ヒ
ス
パ
ニ
ッ

ク
系
の
男
性
は
元
来
保
守
的
で
学
歴
は
高

卒
以
下
の
比
率
が
高
く
、
バ
イ
デ
ン
政
権

の
経
済
政
策
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
要
因
で
あ
ろ
う
。
Ｚ
世
代
と
呼
ば
れ
る

若
者
も
51
％
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
投
票
し
て

NATIONAL STRATEGY

判
明
し
、
同
時
に
行
わ
れ
た
連
邦
議
会
選

挙
で
も
共
和
党
が
上
下
両
院
で
多
数
派
を

占
め
、
い
わ
ゆ
る
ト
リ
プ
ル
・
レ
ッ
ド
に

終
わ
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
も
ト
リ
プ
ル
・
レ
ッ
ド
で

あ
っ
た
が
、
当
時
と
の
違
い
は
連
邦
最
高

裁
判
所
の
構
成
で
あ
る
。
16
年
は
最
高
裁

で
リ
ベ
ラ
ル
派
の
判
事
が
多
数
を
占
め
て

お
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
出
し
た
ム
ス
リ
ム

国
か
ら
の
入
国
禁
止
な
ど
の
大
統
領
令
は

司
法
に
よ
っ
て
差
し
止
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
ト
ラ
ン
プ
氏
が
３
人
の
保
守

派
の
判
事
を
任
命
し
た
た
め
、
現
在
は
保

守
派
が
多
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
絶
大
な
権
限
を
持
っ

前
の
世
論
調
査
で
は
大

接
戦
が
予
想
さ
れ
て
い

た
米
大
統
領
選
は
ト
ラ

ン
プ
氏
の
勝
利
が
即
日

事

小谷哲男
Tetsuo Kotani

明海大学外国語学部
教授

日本国際問題研究所主任研究員
を兼任。専門は日本の外交・安
全保障、日米同盟、インド太平
洋の国際関係。主な共著に『外
交と戦略』（彩流社）など。

トランプ氏の勝利であっけなく幕を閉じた米大統領選。2期目のトランプ外交の行方は……

〝
ト
ラ
ン
プ
外
交
〞大
解
剖

同
盟
強
化
に
日
本
が
な
す
べ
き
こ
と

WEDGE
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JO
E R

A
ED

LE
/G

ET
T

YIM
A

G
ES

米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、同
盟
国
に
さ
ら
な
る「
自
助
努
力
」を
強
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。

新
し
い
時
代
が
幕
を
開
け
、国
際
社
会
に
は
大
き
な
波
紋
が
広
が
る
だ
ろ
う
。日
本
は
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。
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東京都の湾岸地域に林立するタワーマンション。
もはや「格差」の象徴といえるのかもしれない

首
都
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
が

新
築
、
中
古
と
も
に
上
昇
し

て
い
る
。
中
で
も
東
京
都
心

（
港
、
千
代
田
、
渋
谷
区
）
の
駅
に
近
い

新
築
物
件
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
１
億
円

超
え
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。

　

不
動
産
経
済
研
究
所（
東
京
都
新
宿
区
）

が
発
表
し
た
２
０
２
４
年
10
月
の
首
都
圏

の
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
平
均
販
売
価
格
は

９
２
３
９
万
円
（
前
年
同
月
比
で
40
・
７

％
上
昇
）
と
な
り
、
23
区
で
は
１
億
２
９

４
０
万
円
（
同
48
・
６
％
増
）
で
高
騰
が

止
ま
ら
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
も
１
億
円
以
上
の「
億
シ
ョ
ン
」な
ど
、

利
幅
の
取
れ
る
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
高
価
格
マ

ン
シ
ョ
ン
の
販
売
に
一
段
と
注
力
し
、
タ

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
気
も
衰
え
を
見
せ

て
い
な
い
。

　

中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
は
ど
う
か
？　

東
京

カ
ン
テ
イ（
東
京
都
品
川
区
）に
よ
る
と
、

10
月
の
中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
（
70
平
方
㍍
）

は
、
東
京
都
で
は
７
１
７
０
万
円
（
築

29
・
８
年
）、
前
年
同
月
比
11
・
５
％
上

昇
し
た
。
23
区
は
８
３
０
９
万
円
（
築

29
・
７
年
）、
同
16
・
５
％
増
、
前
月
比

で
も
６
カ
月
連
続
で
ア
ッ
プ
。
さ
ら
に
、

都
心
６
区
（
千
代
田
、
中
央
、
港
、
新
宿
、

WEDGE  REPORT

都内で続出する億ション
「マンション難民」はどこへ？
平均的な勤労世帯では買うことが難しくなった都内のマンション。
いったい何が起きているのか？　「マンション難民」はどこに住めば良いのか。

中西 享  Toru Nakanishi

ジャーナリスト

KAN
ZILYO

U/GETTYIM
AGES
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世界は今、移民・難民問題で大きく揺れ動いている。
事実、2024年11月の米大統領選挙では、不法移民対策が大きな争点となった。

彼らは命がけで故郷を離れ、今この瞬間も、米国や欧州大陸を目指し、移動を続けている。
その光景は、戦前・戦後に日本人が「出稼ぎ移民」として、ブラジルやパラグアイを目指した姿とも重なる。

翻って、現代日本。かつての状況と異なるものの、今、静かに日本人の海外流出が続き、
23年の永住者は調査開始以降、最多の約57万5000人に達した。

豊かで暮らしやすいと思われている日本から、なぜ日本人は〝脱出〟していくのか。
彼らの動きが物語ること、そして、これからの日本社会に必要なことを考えたい。

移民問題に揺れる世界

村山祐介、西山隆行、出井康博、佐々井 司、
水谷竹秀、宮下洋一、大石奈々、得能摩利子、

編集部（野口千里、鈴木賢太郎、大城慶吾、友森敏雄）

水面下で進む
日本人の海外流出

Wedge Special Report



20

界
は
い
ま
、「
大
移
民・

難
民
時
代
」
を
迎
え
て

い
る
。

　

国
際
移
住
機
関
（
Ｉ

世
Ｏ
Ｍ
）
に
よ
る
と
、
移
民
は
２
０
２
０
年

時
点
で
推
定
２
億
８
１
０
０
万
人
、
故
郷

を
追
わ
れ
た
人
は
22
年
末
時
点
で
過
去
最

多
の
約
１
億
１
７
０
０
万
人
に
達
し
た
。

多
く
の
人
た
ち
は
ま
ず
隣
国
に
渡
る
が
、

そ
の
後
に
安
全
で
豊
か
な
先
進
国
へ
数
千

㌔
・
㍍
に
も
及
ぶ
長
い
旅
に
出
る
人
た
ち

が
後
を
絶
た
な
い
。
先
進
国
を
中
心
に
38

カ
国
が
加
盟
す
る
経
済
協
力
開
発
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、
23
年
に
は
加

盟
国
へ
の
移
民
は
前
年
比
１
割
増
の
約
６

５
０
万
人
、
難
民
申
請
も
３
割
増
の
約
２

７
０
万
人
と
な
り
、
と
も
に
過
去
最
多
を

更
新
し
た
。

　

目
的
地
と
な
っ
た
欧
米
に
は
動
揺
が
広

村山祐介
Yusuke Murayama

ジャーナリスト

1971年生まれ。95年に三菱商事、
2001年に朝日新聞社入社。ワシン
トン特派員、ドバイ支局長などを経
て、20年にフリーに。ボーン・上田
記念国際記者賞、『エクソダス アメ
リカ国境の狂気と祈り』（新潮社）
で第43回講談社ノンフィクション
賞受賞。近著に『移民・難民たちの
新世界地図　ウクライナ発「地殻変
動」一〇〇〇日の記録』（同）。

「大移民・難民時代」の到来
命がけで故郷を離れる人々 を追う
欧米の選挙では移民・難民問題が主要争点と化し、各国は頭を抱えている。

いったい何が起きているのか。世界各地で移民・難民の動きを追う筆者が解説する。

PART 1 国境の現場

DAN KITWOOD/GETTYIMAGES

欧州大陸を目指す移民・難
民はゴムボードや木造船で
海をさまよっている
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０
２
４
年
11
月
５
日
に

行
わ
れ
た
米
大
統
領
選

挙
で
は
、
不
法
移
民
対

策
が
大
き
な
争
点
と
な

2
っ
た
。
米
国
に
は
現
在
１
１
０
０
万
人
ほ

ど
の
不
法
移
民
が
存
在
す
る
と
さ
れ
、
共

和
党
候
補
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
そ
の
強
制
送

還
を
最
大
の
争
点
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
民
主
党
候
補
の
ハ
リ
ス

氏
と
の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
、「
不
法
移
民

が
飼
い
猫
を
食
べ
て
い
る
」
と
い
う
仰
天

発
言
も
し
た
。
選
挙
集
会
で
ト
ラ
ン
プ
支

持
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
が
米
国
の
自
治
領
で

あ
る
プ
エ
ル
ト
リ
コ
を「
ゴ
ミ
の
浮
き
島
」

と
表
現
し
た
際
に
は
、
自
身
の
関
与
を
否

定
し
た
が
、
合
法
・
不
法
を
問
わ
ず
移
民

を
批
判
す
る
こ
と
が
選
挙
戦
略
上
、
重
要

と
の
認
識
は
持
ち
続
け
、
強
硬
な
姿
勢
を

示
し
続
け
た
。

西山隆行
Takayuki Nishiyama

成蹊大学法学部
教授

1975年生まれ。東京大学大学院法
学政治学研究科博士課程修了、博士
（法学）。専門は比較政治・アメリカ
政治。著書に、『移民大国アメリカ』
（筑摩書房）、『アメリカ政治入門』
（東京大学出版会）、『＜犯罪大国ア
メリカ＞のいま 分断する社会と銃・
薬物・移民』（弘文堂）など多数。

米国で繰り返される歴史
移民排斥が日本人に伝えること
米大統領選で最大の争点の一つになった不法移民問題。
だが、それは今に始まったことではない。今後、日本人が考えるべきこととは？

PART 2
米国の実態

BRANDON BELL/STAFF/GETTYIMAGES

米国の国境の壁に沿って歩く、中南米からの不法移民たち



27 January 2025

移民問題に揺れる世界  水面下で進む日本人の海外流出特集

世
紀
初
め
か
ら
南
米
へ

と
移
民
を
送
り
出
し
て

い
た
日
本
。
最
大
の
渡

航
先
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル

20
へ
の
移
民
は
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
に

始
ま
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
送
り
出
し

が
停
止
す
る
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た

日
本
人
移
民
は
20
万
人
に
上
っ
た
。

　

当
時
の
日
本
は
貧
し
く
、
農
家
に
は
口

減
ら
し
の
必
要
が
あ
っ
た
。
一
方
、
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
19
世
紀
末
に
奴
隷
を
解
放
し
た

影
響
で
、
コ
ー
ヒ
ー
農
園
な
ど
で
労
働
力

が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
日
本
な
ど
か

ら
移
民
を
受
け
入
れ
、
人
手
不
足
に
対
処

し
よ
う
と
し
た
。
日
本
人
移
民
と
は
、
奴

隷
に
代
わ
る
労
働
力
だ
っ
た
の
だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
民
は
、
終
戦
か
ら
７

年
後
の
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
に
再
開

す
る
。
国
際
協
力
事
業
団
（
現
・
国
際
協

力
機
構
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
94
年
に
ま
と
め

た
「
海
外
移
住
統
計
」
に
よ
る
と
、
そ
の

数
は
52
年
か
ら
74
年
ま
で
の
23
年
間
で
５

万
人
以
上
を
数
え
た
。
そ
の
ブ
ラ
ジ
ル
に

続
き
、
約
７
０
０
０
人
が
移
住
し
た
の
が

隣
接
す
る
パ
ラ
グ
ア
イ
だ
。
現
在
は
岐
阜

県
で
暮
ら
す
林
田
和
子
さ
ん（
84
歳
）
が
、

家
族
８
人
で
移
り
住
ん
だ
国
で
あ
る
。

出井康博
Yasuhiro Idei

ジャーナリスト

1965年生まれ。早稲田大学政治経
済学部卒。英字紙『THE NIKKEI 
WEEKLY』の記者を経て独立。著書
に、『松下政経塾とは何か』『長寿大
国の虚構―外国人介護士の現場を追
う―』（共に新潮社）、『ルポ ニッポ
ン絶望工場』（講談社＋α新書）、『移
民クライシス 偽装留学生、奴隷労
働の最前線』（角川新書）など。

かつて日本人も移民だった
南米で体験した壮絶な過去
かつて南米に渡った日本人移民。今、自国では糧を得られない人
が日本にきている。「移民」は現代日本人にも他人事ではない。

PART 3
移民の今昔

1965年6月1日、日本人移民を乗せて神戸港
からブラジルに向けて出港するサントス丸

THE ASAHISHIM
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外
で
の
休
暇
を
楽
し
み

つ
つ
、
就
労
も
可
能
な

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

制
度
（
ワ
ー
ホ
リ
）
が

海
日
本
と
豪
州
の
間
で
始
ま
っ
た
の
は
１
９

８
０
年
の
こ
と
だ
。

　

以
来
、
各
国
で
の
導
入
が
進
み
、
現
在

は
約
30
カ
国
・
地
域
に
ま
で
広
が
っ
た
。

中
で
も
豪
州
の
ワ
ー
ホ
リ
事
情
が
２
０
２

３
年
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
急
激

に
話
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
あ
る
テ
レ
ビ

番
組
で
、
こ
ん
な
若
者
た
ち
の
声
が
紹
介

さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

「
残
業
な
し
の
介
護
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
月

収
80
万
円
」

「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

月
収
50
万
円
」

　

時
は
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
。
豪
州
で

は
外
国
人
の
入
国
が
制
限
さ
れ
、
人
手
不

足
に
陥
っ
た
職
種
に
日
本
人
た
ち
が
運
よ

く
滑
り
込
ん
だ
。
こ
れ
が
「
出
稼
ぎ
ワ
ー

ホ
リ
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
の
だ
。
海
外

留
学
の
支
援
を
行
う
ワ
ー
ル
ド
ア
ベ
ニ
ュ

ー
（
東
京
都
新
宿
区
）
の
松
久
保
健
太
代

表
が
、
そ
の
実
態
を
解
説
す
る
。

「
日
本
料
理
店
も
賃
金
を
割
増
し
し
て
で

も
人
手
が
欲
し
か
っ
た
状
態
で
し
た
。
だ

水谷竹秀
Takehide Mizutani

ノンフィクションライター

1975年三重県生まれ。上智大学外 
国語学部卒業。新聞記者やカメラマ 
ンを経てフリーに。2004～17年、フ
ィリピンを拠点に活動。『日本を捨
てた男たち』（集英社）で開高健ノ
ンフィクション賞を受賞。著書に『だ
から、居場所が欲しかった。』（集英
社）、『ルポ 国際ロマンス詐欺』（小
学館新書）など多数。
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幻想の「出稼ぎワーホリ」
それでも若者たちが目指す理由
昨今メディアで話題になった若者たちの「出稼ぎワーホリ」。
果たして本当に「出稼ぎ」が目的なのか？  その実態に迫る─。

PART 4 ワーキングホリデー

滞在を１年間延長するセカンド・ワーキングホリデー・ビザのために、ファームで働く人も多い
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価
が
高
く
、
言
語
の
壁

も
立
ち
は
だ
か
る
フ
ラ

ン
ス
で
は
、「
出
稼
ぎ

日
本
人
」
の
話
は
、
ほ

物
と
ん
ど
耳
に
し
な
い
。
た
だ
、
１
年
間
の

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
（
ワ
ー
ホ
リ
）
を

活
用
す
る
18
〜
30
歳
ま
で
の
若
者
た
ち
の

姿
は
、
時
々
、
目
に
す
る
。

　

外
務
省
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
在
留

宮下洋一
Yoichi Miyashita

ジャーナリスト

1976年生まれ。米ウェスト・バー
ジニア州立大学卒業後、スペイン・
バルセロナ大学大学院でジャーナリ
ズム修士を取得。『卵子探していま
す』（小学館）で小学館ノンフィク
ション大賞優秀賞、『安楽死を遂げ
るまで』（同）で講談社ノンフィク
ション賞を受賞。近著『死刑のある
国で生きる』（新潮社）で山本美香
記念国際ジャーナリスト賞を受賞。

邦
人
数
は
３
万
６
２
０
４
人
で
、
パ
リ
在

住
者
は
１
万
５
９
２
人
だ
と
い
う
（
２
０

２
３
年
10
月
）。
華
や
か
な
生
活
に
憧
れ

る
人
た
ち
も
い
れ
ば
、
母
国
の
将
来
に
不

安
を
抱
い
て
渡
仏
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

　

オ
ペ
ラ
座
と
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
間

に
、
老
舗
ラ
ー
メ
ン
店
か
ら
う
ど
ん
店
、

カ
フ
ェ
か
ら
ス
ー
パ
ー
ま
で
が
並
ぶ
「
日

本
人
街
」
が
あ
る
。
こ
の
一
帯
に
あ
る
日

本
食
材
店
で
働
く
女
性
が
い
た
。

　

24
年
５
月
か
ら
１
年
間
の
ワ
ー
ホ
リ
を

利
用
し
、
東
京
か
ら
パ
リ
に
来
た
坂
井
梨

子
さ
ん
（
22
歳
）
は
、
海
外
で
経
験
を
積

む
た
め
に
渡
仏
し
た
。

「
お
菓
子
作
り
が
好
き
で
、
食
べ
歩
き
を

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

上
達
が
目
的
で
す
。
お
金
稼
ぎ
の
た
め
に

来
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

30
歳
ま
で
は
ワ
ー
ホ
リ
制
度
を
享
受
で

海外生活に苦悩はつきもの
パリに移住した日本人の素顔
海外生活について思い描く理想と現実の世界は異なると筆者は言う。
長年パリで暮らす日本人はどのような試練を乗り越えてきたのか。

PART 5 海外移住の理想と現実

YO
ICHI M

IYASHITA

花の都・パリの「日本人街」。ここを歩けば、パリ在住日本人の動向を少なからず把握できる（筆者撮影）



42

激
な
円
安
に
な
っ
た
２

０
２
２
年
以
降
、新
聞・

テ
レ
ビ
・
雑
誌
・
ウ
ェ

ブ
メ
デ
ィ
ア
で
は
こ
ぞ

急
っ
て
「
日
本
人
の
海
外
出
稼
ぎ
」
が
報
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

米
国
で
す
し
職
人
に
な
り
年
収
８
０
０

０
万
円
稼
ぐ
人
、
豪
州
の
農
場
労
働
者
と

し
て
月
収
50
万
円
を
稼
ぐ
若
者
た
ち
―

―
。
そ
ん
な
報
道
か
ら
、
海
外
で
働
く
日

本
人
へ
の
注
目
が
に
わ
か
に
高
ま
っ
た
。

　

昨
今
、「
日
本
人
の
若
者
は
内
向
き
だ
」

と
い
う
言
説
が
社
会
に
蔓
延
し
て
い
る

が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
。

　

外
務
省
の
「
海
外
在
留
邦
人
数
調
査
統

計
」
に
よ
れ
ば
、
23
年
時
点
で
海
外
に
在

住
し
て
い
る
日
本
国
籍
者
の
数
は
約
１
２

９
万
４
０
０
０
人
。
20
年
以
降
、
コ
ロ
ナ

禍
な
ど
の
影
響
で
長
期
滞
在
者
は
減
少
す

る
一
方
、
永
住
者
は
増
え
続
け
、
23
年
に

は
約
57
万
５
０
０
０
人
と
な
り
、
調
査
開

始
以
降
、
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。

　

留
学
な
ど
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

確
か
に
、
海
外
へ
の
長
期
留
学
者
数
は
減

少
し
て
お
り
、
こ
れ
が
「
内
向
き
」
の
根

拠
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
背
景
に
は
、

日
本
人
の
平
均
世
帯
収
入
が
低
下
し
た
一

PART 6 日本人の流出

静かに進む海外移住
見つめ直すべき日本のあり方
日本人は「内向き」だとされるが、海外移住者は着実に増えている。

こうした動きから、日本が今後、考えるべきことについて、
『流出する日本人』の著者・メルボルン大学准教授の大石奈々氏に聞いた。

聞き手／構成・編集部（野口千里、大城慶吾）

YOSUKE WADA
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ヘルシンキ大聖堂から眺める市街の様子。高層ビルが少なく空が広い

北
欧
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
国
土
面

積
33
万
８
４
４
０
平
方
㌔
・

㍍
と
日
本
の
お
よ
そ
９
割
だ

が
、
人
口
は
約
５
６
０
万
人
。
小
国
な
が

ら
も
世
界
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
達
成
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は

４
年
連
続
ト
ッ
プ
に
輝
き
、
国
民
一
人
当

た
り
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
約
５
・

３
万
㌦
で
日
本
よ
り
も
上
、
さ
ら
に
世
界

幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
７
年
連
続
１
位

を
維
持
し
て
い
る
。

　

ま
た
欧
州
で
最
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
パ
ス
ポ
ー
ト
や
運
転
免
許
証
の
更
新

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
了
、
納
税
も
税
務
署

が
必
要
な
デ
ー
タ
を
揃
え
控
除
額
な
ど
も

算
定
さ
れ
て
お
り
、
納
税
者
は
す
で
に
記

入
さ
れ
た
通
知
を
確
認
し
て
承
認
か
訂
正

を
申
請
す
れ
ば
15
分
ほ
ど
で
完
了
す
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
か
つ
て
携
帯
電
話

で
世
界
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
た
ノ
キ
ア

や
、
世
界
中
で
愛
さ
れ
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
マ
リ
メ
ッ
コ
な
ど
、
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
も
存
在
す
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
育
成
も
盛
ん
で
、
北
欧
の
デ
ジ
タ
ル

立
国
と
し
て
世
界
中
か
ら
投
資
が
集
ま
る

国
で
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
こ
の
よ
う

WEDGE  REPORT

ロシアへの危機感が生む
フィンランドのイノベーション
人口は少ないものの世界が注目するスタートアップが生まれ、防衛産業が活況のフィンランド。
この国から日本が学べることは何か？

土方細秩子  Sachiko Hijikata

ジャーナリスト

Sachiko Hijikata
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